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て
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を
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佐
伯 

仁 

●
花
⽕
よ
︑
⾼
く
⾼
く…

 
８
⽉
︒
宵
闇
に
瞬
く
蛍
を
讃
え
た
の
は
清
少
納
⾔
︑
現
代
で
歓
声
が
沸
く 

の
は
花
⽕
︒
去
る
６
⽉
１
⽇
午
後
８
時
︑
全
国
約
２
百
か
所
で
⼀
⻫
に 

１
６
０
超
の
業
者
が
花
⽕
を
打
ち
上
げ
た
︒
コ
ロ
ナ
に
負
け
ぬ
よ
う 

花
⽕
で
元
気
と
希
望
を
届
け
た
い
ổ
若
⼿
職
⼈
の
企
画
だ
︒ 

花
⽕
と
⾔
え
ば
誰
も
が
⼝
に
す
る
の
が
﹁
⽟
屋
Ự
ổ
︑
鍵
屋
Ự
ổ
﹂
だ
ろ
う
︒ 

鍵
屋
は
江
⼾
・
両
国
花
⽕
の
元
祖
︒
江
⼾
幕
府
の
﹁
御
⽤
達
﹂
を
務
め
︑ 

１
６
５
９
年
︵
元
治
元
年
︶
両
国
橋
︵
隅
⽥
川
下
流
に
架
か
る
橋
︒ 

武
蔵
・
下
総
を
結
ぶ
︶
の
竣
⼯
に
際
し
花
⽕
を
打
ち
上
げ
て
い
る
︒
そ
の
後
︑ 

１
７
３
２
年
︵
享
保
１
７
年
︶
江
⼾
に
コ
レ
ラ
が
⼤
流
⾏
し
︑
数
万
⼈
の 

死
者
が
出
た
た
め
︑
８
代
将
軍
徳
川
吉
宗
公
は
犠
牲
者
の
慰
霊
と 

悪
疫
退
散
を
祈
り
隅
⽥
川
沿
い
で
⽔
神
祭
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
︑ 

屋
台
や
花
⽕
の
⾒
物
客
で
賑
わ
ỵ
た
︒ 

⼀
⽅
︑
埼
⽟
・
秩
⽗
の
椋 む

く
神
社
で
は
︑
１
０
⽉
の
祭
礼
で
市
⺠
の
⼿
作
り 

ロ
ケ
ỿ
ト
﹁
龍
勢

り
ỷ
う
せ
い

﹂︵
重
要
無
形
⺠
俗
⽂
化
財
︶
を
打
ち
上
げ
て
奉
納
す
る
︒ 

２
７
地
区
で
技
を
競
う
⼒
作
揃
い
︵
今
年
は
中
⽌
︶︒
ロ
ケ
ỿ
ト
の
轟
⾳
は 

神
へ
の
メ
ỿ
セ
ổ
ジ
︑
感
謝
の
⼼
を
神
に
届
け
た
い
ổ
だ
か
ら
神
に
よ
り 

近
く
の
天
空
で
よ
り
響
く
⾳
で
︑
よ
り
⾼
く
打
ち
上
げ
る
︒ 

⽊
の
末
に
遠
く
花
⽕
の
開
き
け
り 
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﹁
鎌
倉
朝
⽇
﹂
８
⽉
号
・
２
０
２
０
年
よ
り
転
載 

マ
イ
ト
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ヘ
ル
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ビ
ス

マ
イ
ト
リ
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ヘ
ル
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サ
ổ
ビ
ス

マ
イ
ト
リ
ổ
ヘ
ル
プ
サ
ổ
ビ
ス

マ
イ
ト
リ
ổ
ヘ
ル
プ
サ
ổ
ビ
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